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震災前後のソーシャル・キャピタルが豊かなほど震災後の健康リスクが抑制されます。

震災前後のソーシャル・キャピタルを豊かにすることが、
減災につながります。

　　まとめ   　　岩沼プロジェクト

震災後の健康を悪化させる、震災前後の要因。

岩沼プロジェクトからの示唆
-社会的な結びつき維持の手がかり-

震災後の健康を悪化させるリスク要因

震災後の社会的結びつき維持しやすい集団移転  2010-13縦断パネルデータ

● 海岸線からの距離（震災当日の死亡リスク）
● 震災前の重度うつ（震災当日の死亡リスク）
● 震災前の非自立（震災翌日からの死亡リスク）

● 家屋被害（うつ、PTSD、歯の喪失、自立度悪化、認知症のリスク）
● 親しい人の喪失（PTSD）
● 逆境体験なく震災被害を受ける（PTSD）
● 失職（うつ）
● 経済状況の悪化（歯の喪失）
● 震災直後の医療機関の受診困難（うつ、自立度悪化）
● 仮設住宅への転居（うつ）

震災前
（備えの段階）での
減災手がかり要因

震災後の
減災手がかり要因

震災前後のソーシャル・キャピタル（人々のつながり）が
豊かな地域や人の健康が良いという関係が多数見られました。

震災前にソーシャル・キャピタルを豊かにしておくことが減災につながることを示唆します。

震災後、仮設住宅への移転方式も
健康に影響を与えることが実証されました。

・震災や災害に備え、日常的にソーシャル・キャピタルを豊かにしておくこと
・震災後も、集団移転などのソーシャル・キャピタルを維持できる対策を行うこと

結びつきを維持しやすい移転方法

1 社会的結びつきは集団移転で増える
（Hikichi, 2017 No.4）

2 手助けがない人は集団移転より個別で多い
（Koyama, 2014 No.13）
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震災前の要因
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岩沼プロジェクト成果からの示唆
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コミュニケーション

近所づきあい

一緒に運動

コミュニケーション

近所づきあい

一緒に運動

・震災前から近隣住民同士で結びつきが強い地域ほど震災後の健康リスクが抑制される。

・個別移転や抽選移転ではなく、地域ごとの集団移転のほうが震災後の健康リスクが抑制される。

震
災

PTSD
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認知症

死亡

震災前 震災後

集団移転

Down!
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ソーシャル・キャピタルを豊かにしておくことが、減災へとつながります。

　　まとめ 　　岩沼プロジェクト

外部とのつながり
ひとつの地域内で完結するのではな
く、他の地域の人と交流できるように
することで、ソーシャル・キャピタル
が強化されることが示唆されました。

パブリックスペース
役場や公民館、学校、公園といった人々が集
まりやすい場所を中心に置くことで、より多
くの地域住民がアクセスしやすいパブリック
スペースの提供が可能になります。

近隣環境
地域住民が出歩き、日常的に運動やコ
ミュニケーション、買い物などができる近
隣環境が健康に好影響を及ぼすことが
実証されました。

運動・趣味
地域住民が参加できる運動・趣味グ
ループ活動、お祭りなどの行事で、地
域住民同士のソーシャル・キャピタ
ル向上が期待できます。

体験の場
場所をつくるだけではなく、たとえ
ば公園や運動施設などでさまざま
なイベントや体験・活動プログラム
を提供することも重要です。

仮設住宅
震災が起こった際の仮設住宅への移転方法は、
抽選などによる個別移転よりも集団移転のほう
が、人々の結びつきが豊かになり、健康への影響
が少ないことが実証されました。

・震災や災害に備え、日常的にソーシャル・キャピタルを豊かにしておくこと
・震災後も、集団移転などのソーシャル・キャピタルを維持できる対策を行うこと

ボンディング型 共通点を持つ人々の結束を指します。
特定の集団内で強いきずなが生まれる一方、排他的になるという側面があります。

ブリッジング型 ボンディング型が同じ地域内の結びつきに対し、ブリッジング型は外部とのゆるやかなつながりを指します。
外部とつながることで新しい情報や資源をもたらされます。

リンキング型 行政などに代表される、いわゆる権限を持つ者と一般市民の結びつきです。
社会的権力や権威の枠を超えて交じり合う人々の間に存在する信頼関係などを指します。

ソーシャル・
キャピタルの
3つの類型
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